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「杜の西北」と「東稲：：ュース」の沿革と役割

会長高橋勤

東久留米稲門会の機関紙として「杜の西北」の創刊号は当稲門会が設立された年の平成 7 年

9 月に発行され、 A4判 2 頁で事務局のコピー機で印刷された急招えのものでした。編集長は國

米家己三氏 (3 1 年政経、顧問）で現在もその任にあたっています。ちなみに「杜の西北」の

タイトルは國米編集長が考え 1 号より採用されています◇ 創刊号の内容は設立総会の解説と挨

拶の要約が主となっています。紙面で目を引いたのは、当稲門会の女性会員の中心となり活躍

することになる 5 名（菱山さん、栄田さん、石寺さん、山岡さん、八木（旧姓山下）さんの集

合写真であります。また、当会の初めての行事として企画された＜古都鎌倉散策の会＞に参加

した 1 6 名の写真が掲載されていることです。 2 号は 4 頁でしたが、 3 号は 6 頁となりました Q

ここに「杜の西北」は当稲門会の広報の柱となったのです。編集の基礎ができあがったと思わ

れます。対談、会の年間の事業計画案、活動報告、収支決算書、部会ごとの活動報告、随筆、

わが早稲田時代、会員の近況、特別寄稿等々の内容となります◇ なお、編集委員は 2 号より女 ]
性会員が担当することになりました。

「杜の西北」の特色は一面トップの対談記事であると思います。 2 号の安宅武一初代会長

(2 8 年商）より対談が一面を飾ることとなり、インタピューアーは女性編集員が担当するこ

とになりました。 3 号以降の対談者は榎本隆司本庄高等学院長（当時）、原輝史早大エクステ

ンションセンター所長（当時）、奥島孝康早大前総長、渡辺重範早大副総長兼早稲田実業校長、

それに私（第二代当会会長就任時）の 6 名でした Q

これらの対談で特に印象が深かったのは、奥島前総長の発言でした。対談のなかで「この話

は初めて公にするのだが」と前置きされて、 「革マル主導の早稲田祭は体をはって絶対許さな
ぃ。大学は 3 0 年の間脅迫され暴力をふるわれ、屈辱の日々を過ごしたや革マル派と共存する

ため大学側はどんどん彼らにカネを出した。補助金の一部も彼らに流れ、要するに革マルが早

稲田大学を食いものにしたのだ。長年、全然戦おうとしなかった歴代の先輩教授にも大いに不

満がある」と語ったことでした。それと、奥島前総長が 4 号までの「杜の西北」を見て「ほう、

素晴らしい会報ですね」とつぶやかれたことが記憶に残っています。この対談の掲載された

「杜の西北」を奥島前総長の要望により 50 部をお贈りいたしました◇

「杜の西北」は 4 号から 7 号までは 8 頁建てで発行され、 8 号では 1 0 頁建てとなり、他の

稲門会の会報には例がないのではと思われます。本機関紙は東久留米市在住の早稲田大学OB

約 1 0 0 0 名の校友全員に総会案内と共にお届けしています。これは太田晴之助氏 (3 2 年政

経 顧問）の提案で 2 号より実行されています。また本紙は大学と三多摩のすべての稲門会に

も発送しています。当稲門会の会員だけでなく内外にむけての情報提供の機関紙なのです。

「東稲ニュース」の第 1 号の発行は平成 1 3 年 9 月 1 日です。編集長は比護喜一郎氏 (37

年商 副会長）が担当しています。「東稲ニュース」は設立当初より安宅武一初代会長が編集

発行してきた年 4 回の「東稲通信 J {はがき通信）を、装いも新たにしてスタートした全会員

を対象とする隔月発行のニュース紙です＂会と会員、会員と会員の情報の場として、会から行

事のお知らせ、各部会の予定と活動の報告、会員の近況と出来事、会員の随筆、雑学塾の講演

の要約、大学の最新情報等々、当稲門会の情報を会員の皆様にリアルタイムに提供するのが役
目となります。 「東稲ニユース」 200 部の発行に要する費用はわずか 3 0 0 0 円程度です。

これは編集長のバYコンによる編集、編集員による原稿収集及び印刷と折り畳み、ポストマン
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た通信システム）の概要説明並びに、創立 1 2 5 周年記念事業募金の中間報告と更なる協力要

請がなされたゥ

暑季代議員会

3月 7 日（金）午後 5 時半から大隈講堂で開かれ、帆角／安次峰／山岡各代議員及び安宅賛

助代議員が出席。 2 0 0 2 年度経常収支決算予想と 2003 年度経常収支予算が承認され、稲

門コミュニティの始動と 2003 年度稲門祭の開催日 (1 0 月 1 9 日）などが報告された。

露螢墨り

書道部会
武藤部会長は、今年の書道部員の学習目標として、次の阿点を挙げました心 r 

第ーは、文字の基本点画・運筆（起筆、送筆、収筆）に習熟し実力を涵養すること。

第二は、古典を臨書して、美しい書の技法を知り、鑑賞力を養い、表現力の向上に励むこと。

第三は、臨書から創作へ挑戦すること。昨年より、会長書の見本（行草書の五言漢字）を駆

使して練習を重ねているが、継続は力なりで一歩一歩積み上げて行くしかない。今年は作

品展の準備も兼ねて、条幅紙等での宿題も実施する。

第四は、日常頻繁に使用され、愛読もされている実用書を学び乍ら書に親しみ、向上を期す

ること◇

今年は佛教概論とも云われている．「般若心経」を楷書で浄書し、経典の内容も学ぶ。 （自由

課題）。 , 

その他、念願でもあった書道生誕地の中国旅行の件、今年の夏季合宿錬成会の件、作品展の
件について、三、四月の例会時に部員に諮って方針を決めることになりました。

（深沢政次記）

女性サークル部会
梅の便りを聞く 2 月 8 日（土）、当会員榎本幸子さんのお宅で新年会を開きました。 1 4 年

度の活動報告のあと、次期 (1 5 年度）の会長選出、活動プランについて話し合いました。

3 月 3 日の桃の節旬には早いのですが、榎本さんの手作りのつるし

雛の色彩豊かな華やかさにー同感激しました。掌サイズの端切れで作

られたぬいぐるみ（桃の巾着、猿、雀、鶴など）が赤い糸にいくつも

連なりぶら下がつて、その一つ一つに魔除けや、長寿・お金が貯まる

願いがこめられているのです＂江戸時代からの風習で、女の子の健や

かな成長を願う様子がうかがい知ることができました。それは本当に

美しく神々しく輝いて見えました◇

平成 1 5 年度の女性サークルの蔀長は吉川明美さん、副部長は榎本

幸子さんです◇ 一層のご活躍を期待したいものです。

（部会長棚野愛子記）

俳旬部会
俳旬を遅く始めて努力も足りないせいか、仲々皆さんに追い付かない。そこで今、私が句会

で何時も感心するのは投旬のこと fふ当日欠席の方から、殆ど毎回投句がある◇ 私の場合、都

＼
ノ

＼
ノ
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合で欠席の時、あっと云う間に当日が過ぎてしまい、投句をしないで済ませる。昔、学校で休
講があると喜んでいたことに共通している。授業料は先払いだから、休講があれば損をするの
が理屈だが、休講は何か嬉しかったのは恥ずかしながら事実だ。

さて、日経新聞の春秋と言うコラム（朝日新聞の天声人語に当たる）があるが、字数の少な

い割に力作が多く、心を打つものがある。字数が少ないと云えば俳句の魅力も似た処がある。

つい先日 2 月 2 2 日の春秋にセネカと言う人の言葉「われわれは短い時間を持っているのでは

なく、実はその多くを浪費している」を引用していた。私も時間を浪費せず、欠席の時は是非、

投句をしたいと思う。 （本間信ー記）
02 月 1 6 日第 4 5 回旬会 高得点{ 4 点句以上）旬

兼題：「ものの芽」「冬雑詠」 席題： r 春雨」

昨夜（ゆべ）の雨ものの芽動＜気配あり 坂本信太郎

バーボンの氷ことりと春近し 三田 三（畔巣）

手作りの味噌が自慢ぞ木の芽和え 安宅武ー

鐘楼の屋根に輪廻の草芽吹く 杉本達夫

面映ゆし譲らる席の冬日かな 高塩和己

春の雨江戸紫の蛇の目傘 大川洋子（浩仙）

太極拳部会

花見会に向かって「百花拳」型の猛稽古？

厳しかった冬の寒さもどうやら峠を越して、西高東低・三寒四温の繰り返し、桜の開花予想

が待ち遠しい時期になってきました。部会の稽古では今、昨年に果たせなかった桜樹の下での
「花見太極拳」として、花びらの舞に似た「百花拳」と称する型を演舞しようと挑戦していま

す。

「百花拳」型とは、円陣を組みながら前後左右に移動して、種蒔きをしながら沢山の花が咲
き誇るまでの課程を表現した華麗なものです。二十四式の 9 番目の型「単鞭」から始まり、

2 4 番目の型「収勢」で締め括る演舞方法です。花見会では美酒を酌み交わしながら、見事な

花を咲かせたいと思いますが、さて当日、どんな花が咲き乱れるでしょうか楽しみです？

部会員に限らず「花見会」には、どなたでも自由に参加して下さい。 （部会長 船尾和三記）

·-·---------·-·-·-·-·-·---·-·-·-·-·-·-·-~-----·-·-·-·-·-· ー・

く会員リレーエッセイ＞

噴水広場

エジプトを訪ねて

川俣栄一 (2 8 年理エ）

去る睦月、約 1 0 日間のエジプト旅行を楽しんだ。四大文明の一つエジプトは、聞きしに勝

る素晴らしいものであった。

成田からロンドン経由で入国したカイロのホテルの窓からは、夕日に映えた黄昏のピラミッ

ドが、いきなり顔を望かせていた。身はまさしくエジプトにあることを実感した。

翌日はまず、最古のピラミッドとして知られる古王国時代 (2650-2180BC} の
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